
〔社会保障〕
わたしたちの健康や
生活を守るために

33.7%

国債を返したり
利子を支払ったり
するために
22.6%

県や市町村の
収入の差を
補うために
14.8%

〔公共事業〕
道路や住宅などの
整備のために
5.6%

教育や科学技術を
さかんにするために

5.0%

国の防衛のために
5.0%

国民が納める
税金・印紙
60.6%

その他
5.1%

国の借金
34.3%

その他
13.3%

令和4年度　一般会計当初予算 令和4年度　一般会計当初予算

国の歳入
107兆5,964億円

国の歳出
107兆5,964億円 国からの

交付金など
56.5%

県民が
納める税金
16.4%

県の借金
4.5%

その他収入
22.8%

県の歳入
8,606億円

県の歳出
8,606億円

教育の充実や文化の
向上のために
20.1%

福祉の充実
のために
15.5%

道路の整備や
まちづくりのために

8.6%

商工業・観光業
のために
14.2%

農林水産業を
さかんにするために

5.8%

健康を
守るために
7.8%

事故や犯罪防止
のために
4.2%

その他
費用
8.4%

県の事務
のために
7.5%

県の借金を返したり
利子を支払ったり
するために
7.9%
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表紙の写真：現在復興中の首里城。総工事費は120億円を予定している。

　令和３年度当時も新型コロナウイルス感染症は収束せず、社会に様々な影響を与えていました。

　政府はその対応のため、令和３年度の予算成立後も補正予算を成立させ、新型コロナウイルスへの対策を打ち出し

ました。その関係経費の内容を見てみましょう。

25兆3,746億円は、例えばこんなことに使われました。

新型コロナウイルス感染症対策関係経費 ・・・25兆3,746億円3,746かん せん しょうたい さく かん けい けい  ひ

医療提供体制の確保等

3兆3,103億円3,103
ワクチン等の確保、開発、

検査体制の整備等

4兆3,714億円3,714
PCR検査機器、

医療用設備の整備等

2,649億円
感染症の影響により厳しい状況にある
方々の事業や生活・暮らしの支援

14兆9,727億円9,727
子育て世帯に対する給付

7,311億円
“GO TO”キャンペーン事業

2,685億円

○マイナンバーとは、国民1人に1つの自分専用の番号のことです。一生使うものなので、大切に
しましょう。
○役所同士がマイナンバーで繋がった情報をやり取りするので、いろんな役所に書類を貰いに
行かずに済んだり、提出書類が省略できたりします。
○マイナンバーは、私たちの健康や生活を守るために欠かせない社会保障や公平な税負担及び
災害があった場合の手助けのための手続きなどに利用されます。
○スマホやパソコンでオンライン手続きが可能になります。

写真提供：沖縄県


